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はじめに

カ類は古くから感染症を媒介することが知られ、防除の対
象とされてきた衛生動物である。日本に100種以上生息し1）、
京都府内では上村により 1960 年代に 37 種のカ類が確認 2）さ
れているが、人を吸血する種はそのうちの一部とされてい
る。また、感染症予防に資する研究対象として、日本では
1900年代から様々な調査が行われてきた3）。成虫カ調査法は、
古くはヒト囮も含むスウィーピングや壁面などで休息する
カ類を吸虫管で集める方法などが提唱されている 4）。New 

Jersey型ライトトラップが開発 5,6）されてからは、日本でも
動物誘引法 7）、ヒト囮法 8）、スウィーピング法 9）に加え、ラ
イトトラップ法 10,11）が使用されるようになった。また、
Reeves12）が 1951年に使用したドライアイス誘引法も 1960年
代には日本でも用いられており 13）、トラップも含め改良され
ながら 1）、現在でもよく使用されている方法で成虫カ調査が
実施されるようになった。また、近年、デング熱の国内発生
をきっかけに蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針（平
成 27 年厚生労働省告示第 260 号、一部改正 平成 28 年厚生労
働省告示第 119 号）が制定・改定され、即時的なヒトスジシ
マカ Aedes albopictus調査法として 8分間ヒト囮（以下「ヒト
囮」と記す）法が推奨されてもいる。

前報 14）では、1 kgドライアイスを併用した CDC型ミニ
チュアライトトラップ（以下「CO2 トラップ」と記す）法と
ヒト囮法で比較を行い、ヒト囮法は効率よくヒトスジシマカ
の捕獲が可能で即時的な本種の生息量と分布調査に優れて
おり、CO2 トラップ法はヒト嗜好性の強いカ以外も捕獲でき
ることからカ相や季節消長調査に適していることを示した。
また、ヒト囮法はヒトスジシマカのオス個体の捕獲割合が高
く、地点差を判別できたことから発生源調査に応用できる可
能性が示唆されたが、日内変動が大きいため調査結果の解析
には調査条件等を吟味する必要性も示された。今回、ヒト皮
膚の臭気成分とオクテノールを誘引物質とした BG-センチ
ネル TM 2 トラップ（ドイツ、Biogents社）（以下「BG-2 ト
ラップ」と記す）を使用する機会を得たことから、3種の方
法を用いてその違いを比較検討したので報告する。

調査方法

1．調査地と調査期間
京都府保健環境研究所（京都市伏見区、敷地面積約 7000 

m2，34.9°N，135.8°E）は、住宅、商業、工業地が混在する
都市の中にある。構内の東北隅付近のサクラ、ツツジ、キン
モクセイ等が植え込まれた通路の一角を調査地点とした。調
査地点北側は交通量の多い道路、東側は民家の庭と接し、西
側は時間貸し駐車場、南側は 2016 年 9 月までは通路脇緑地
帯であったが現在は 2階建て倉庫となっている。調査は、カ

カ類調査における 3種類（ドライアイスを併用したCDC型ミニチュア
ライトトラップ、ヒト囮法、BG- センチネル TM 2 トラップ）の
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の飛来数が増加する活動期の 2016 年 7 月から 8月、カの生
息が終息する 2016 年 10 月末から 12 月初旬、カが活動を始
める 2017 年 4 月末から 6月の 3回、天候不順の週を除いた
5-7 週間の間に週 1回実施した。

2．トラップ調査法
CO2 トラップ法とヒト囮法は前報 14）と同じ手法で実施し

た。BG-2 トラップは地表に設置し、24 ± 2 時間稼働させた。
誘引ルアーは半年ごとに新しいものと交換した。ヒト囮法
は、7名の調査者が交代で実施した。調査は基本的には 3日
間連続で、CO2 トラップ 24 時間、ヒト囮 8分間、BG-2 トラッ
プ 24 時間の順で実施し、いずれの調査も開始時刻は正午前
後とした。捕獲カは冷凍殺虫処理後、実体顕微鏡等を用いて
種の同定と雌雄の判別、計数を行った。

結果と考察

1．捕獲カ
カの活動時期ごとの調査法別調査1回あたりの平均捕獲数
と性比を表 1に示す。CO2 トラップでは、20 回の調査で、ヒ
トスジシマカメス 60 個体、オス 5個体、アカイエカ群メス
102 個体が捕獲された。BG-2 トラップでは、19 回の調査で、
ヒトスジシマカメス 208 個体、オス 129 個体、アカイエカ群
メス 5個体、アカイエカ Culex pipiens pallensオス 5個体が捕
獲された。ヒト囮では 21 回の調査でヒトスジシマカメス 28
個体、オス 15 個体が捕獲され、アカイエカ群は捕獲されな
かった。
前報 14）同様、研究所構内に主として生息しているカはヒ

トスジシマカとアカイエカで、CO2 トラップではアカイエカ
群オスが捕獲されにくいこと、ヒト囮法はヒトスジシマカ捕
獲に特化した方法であることを確認した。一方、BG-2 トラッ
プのヒトスジシマカ捕獲数は時間あたりに換算するとヒト
囮法に比較すると非常に少なく、アカイエカ群の捕獲数も
CO2 トラップに比較すると低かったが、2種のカ類捕獲が可
能であることが判明した。また、CO2 トラップでは捕獲され
にくいアカイエカ群のオスが合計ではメスと同数、捕獲で
き、アカイエカとチカイエカ Culex pipiens molestusとの鑑別
が可能となることから、アカイエカ群の発生状況把握に利す
るトラップ法であることが明らかとなった。
ヒトスジシマカの捕獲性比（メス／オス）を 3法で比較す

ると、合計で、CO2 トラップ 92 ／ 8、BG-2 トラップ 62 ／
38、ヒト囮 65 ／ 35 となり、誘引ルアーがヒトに代わる誘引
性能をもつと推測でき、ライトとドライアイスのみの誘引と
は異なる特性があることが判明した。また、活動開始期や活
動終期にもオスを確実に採取できることから、本種の生態を
成虫調査で把握できる可能性も高いと考えられた。
今回使用した BG-2 トラップの前モデルの BG-センチネ
ル TMトラップではカ類の捕獲特性について先行研究がある。
中国広州市のカの濃厚生息地で CDC型ライトトラップに比
べ、ヒトスジシマカは 4～ 5倍、ネッタイイエカ Culex pipiens 

quinquefasciatusは 1/2 から同程度 15）と捕獲優位性が示され
ている。また、ブルキナファソのマラリアを媒介するガンビ
アハマダラカAnopheles gambiaeの捕獲でもCDC型ライトト
ラップと比較して優位性が示され 16）、ハマダラカ類の捕獲が
可能であることが報告されている。オーストラリアクイーン
ズランド州のネッタイシマカ Aedes aegypti調査では、BG-セ
ンチネル TMトラップ、背負い型 CDC吸引トラップ（ヒト
囮）、ドライアイスを併用した EVSトラップ（ライトトラッ
プ）と比較され、捕獲数が最も多く、オスの捕獲割合も背負
い型 CDC吸引トラップにはやや劣るものの EVSトラップと
比較して非常に高いとしている 17）。今回用いた BG-2 トラッ
プもヒトスジシマカやアカイエカ群の捕獲が可能で、オスへ
の誘引効果も高いと考えられることから、先行研究結果も合
わせ、実用性は高く、今後調査地によっては他種のカ調査に
応用も可能と結論できる。特に、オスの発生の多寡は、発生
源の有無や調査地点と発生源との遠近に関連するとされて
いることから、本法は発生源調査にも有効な方法となる可能
性がみられた。

2．調査週ごとのカ類捕獲
カ類の活動最盛期（2016 年 30 週～ 35 週）、終息期（2016
年 44 週～ 50 週）、開始期（2017 年 17 週～ 24 週）でのトラッ
プごとのカ類の調査1回あたり捕獲数をオスメス別にヒトス
ジシマカを図 1に、アカイエカ群を図 2に示す。
ヒトスジシマカについては、活動最盛期ではいずれの方法
でも捕獲数が多く、活動の活発さを把握できることがわかっ
た。しかし、ヒト囮法は週ごとの捕獲数のばらつきが大きい
結果となった。これは、日内変動が大きい 14）本法では、調
査時間が 8分間と非常に短いこともあり、調査時の晴曇、風
向・風速などの少しの変化で結果が大きく左右された可能性
が高い。一方、長時間の稼働が可能な BG-2 トラップは安定
した捕獲が可能で、性比もヒト囮に比べ安定していることか
ら季節消長調査への応用が十分可能と考えられた。また、活
動終息期や活動開始期の捕獲は、前報でヒト囮が CO2 トラッ
プに比べ高い感度があり、吸血リスク期間の推定に適してい
る 14）ことを示したが、BG-2 トラップはヒト囮よりも活動終
息期で 1箇月遅く、活動開始期で 1週間早く採取され、長時
間稼働ができる優位性を示した。また、活動開始期にはオス
が比較的早く出現・活動を始めることが示され、幼虫の羽化
調査を実施しなくても、生態についての知見を得ることがで
きたと考えられた。ただし、今回の 2016 年 10 月 27 日、2017

(1)

9.3 (93%) 0.7 (7%) 30.0 (68%) 14.2 (32%) 2.2 (65%) 1.2 (35%)
0.2 (100%) (0%) 0.8 (57%) 0.6 (43%) 0.4 (100%) (0%)
0.4 (75%) 0.1 (25%) 4.0 (37%) 6.8 (63%) 1.7 (60%) 1.1 (40%)

(2)

9.0 (100%) (0%) 0.3 (100%) (0%)
6.9 (100%) (0%) 0.5 (38%) 0.8 (63%)

CO2 BG-2

BG-2CO2

表 1　  カの活動時期ごとの調査法別調査 1回あたりの平
均捕獲数と性比
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年 5 月 17 日のようにカの絶対活動数が少ない時期では、ヒ
ト囮で比較的多くのカを捕獲すると、その後の BG-2 トラッ
プの捕獲数が少なくなる影響が考えられ、複数の調査法を併
用する場合、正確な動態把握には、リリースすることが必要
かもしれない。
アカイエカ群については、夏期には CO2 トラップの捕獲数

に比べると BG-2 トラップは非常に捕獲数が少ない傾向が示
された。一方、活動開始期では、BG-2 トラップは CO2 トラッ
プと同時期から捕獲されたこと、オスの採取割合が多かった
ことから、今後継続して、季節消長等の比較を行い、アカイ
エカ群での調査にも十分応用が可能かどうか、検討を重ねた
いと考えている。

3．3種類のトラップ比較
今回の 3種のトラップ調査では、BG-2 トラップは他 2種
のトラップに比べ捕獲数は劣るものの、ヒト囮法と同様の誘
引性を保持し、調査地のカ類の生態を知るための有力なツー
ルとなることが示された。また、ヒト BG-センチネル TMト
ラップでの先行研究例 15-17）も合わせると、今回捕獲された 2
種以外のカ類も捕獲が可能で、感染症媒介蚊の調査に適して
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いることも予想できる。WHOが示す 18）ようにヒト囮法は、
倫理面から調査者の安全を担保できる方法とは必ずしもい
えないため、本トラップの実用性は高いと考えた。また、
Englbrecht et al. 19）は、イタリアのヒトスジシマカ生息地で
BG-センチネル TMトラップを複数台設置し、活動期に長期間
稼働を行うことで、設置がないコントロール区に比べ、ヒト
への飛来を約 0.1%に、オビトラップでの産卵数を約 1/3 に抑
制できたと報告している。BG-2トラップはAC電源やバッテ
リー使用ができ、長期連用が可能なことから、感染症発生時
に備えて、防除器具としての使用を検討する価値があるかも
しれない。
従来、カ類調査は感染症予防を目的として媒介蚊を対象に
実施されてきた経過があり、調査地のカ相の解明や生息する
多様なカ類の生態把握を目的とするような環境調査の視点
では行われていない。府内のカの生態を正確に把握するため
には、各トラップの特性を理解し、データを解析する必要性
が改めて明確となった。しかし、CO2 トラップによる成虫カ
調査は日本では長年実施されてきた経過があり、たとえば、
捕獲カの種類、性比の変動や変遷を比較するには欠かせない
方法でもある。今後は、BG-2 トラップを併用することで、捕
獲可能な在来のカ類やその消長について調査地点等考慮し
ながら検討し、データ蓄積を行いたいと考えている。
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